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お詫びと訂正

7月号掲載5万分の1地

質図幅〔仙台〕の販売価

格は3,310円ですお詫

びして訂正Lます

長野地域は北部フォッサマグナに位置し県庁所在地を含む長

野盆地を中央に東側の河東山地西側の西部山地にと地質を反映

した明瞭な地形区分が読み取れる.また本地域は中新世以降現

在にいたるまでわが国でも有数の地殻変動の激しい場所でその

一証左として江戸時代の善光寺地震をはじめ20年程前の松代

群発地震などは記憶に新しいところである.

河東山地では主に海底火山の噴出物であるグリｰソタフから

なる内村層(中新世前～中期)が本地域最下位をなして分布し

この上位にすなわち北西寄りには主に黒色頁岩からたり緑色凝

灰岩をはさむ別所層に砂岩泥岩を主とする青木層(中新世中期)

が整合に重たる･これらの地層には多くの石英閃緑岩類カミ貫入

している.中新世中期以降におけるこれらの貫入を契機とし

てこの地域はその後一貫して隆起ないし非沈降域とたりいわ

ゆる中央隆起帯の一部をなしている.

さらに奇妙山火山岩(鮮新世)皆神山火山岩(中期更新世)

などが分布し火山活動も活発であった.第四紀後半には河東

山地では北西方向への傾動隆起が顕著になりその北西部は相対

的に沈降して長野盆地を形成している.

西部山地との境界は垂直に近い断層でこれに沿って青木層の

上位に裾花凝灰岩部層(中新世後期)とよばれる流紋岩溶岩や

凝灰岩が多量に分布する･この酸性火山活動を境に現在の西

部山地にあたる当時の海は深くなる傾向を示し小川層(中新世

後期)柵層･猿丸層(鮮新世)だと厚い海成砕屑堆積物や火山

砕層岩などを堆積した･桑原火山岩(中新米～鮮新世)聖山

火山岩(鮮新世)篠山火山岩(鮮新世末)などの安山岩～(玄

武岩)質の火山活動も活発であった･これらの新第三紀層は数

回にわたって著しい断層摺向変形をうけており中新世～鮮新世

にかけて広域的造構応力場の変換を伴う大観模た構造運動があ

ったことが知られている.

主にクサリ礫からなる灰原層や西河原層(前期更新世)がこ

れらを不整合におおったあと西部山地から一部河東山地にかけ

て海水準付近まで浸食平坦化され大峰面群が形成された後西部

山地も隆起に転じ現在大峰面群の最上位は海抜1000mをこえて

いる中期更新世以降この大峰面上に豊野層をはじめとする

湖成堆積物が堆積し長野盆地の形成に伴って変形を受け一都

は現在も変形が進行しており長野地域が活発な変動地域である

ことを裏づけている｡
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